
■ 
佐
々

さ

っ

さ

与
左
衛
門
尉

よ
ざ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

知
行
目
録
〔「
土
佐
国
蠧
簡
集
残
編
」〕 

【
釈
文
】 

知
行
方
目
録
事 

一 

六
拾
七
俵
之
所 

 
 
 
 

婦
負
郡
堂
村
・
寺
井
谷 

一 

百
四
拾
五
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
ね
の
上
村
・
北
谷
村
・
そ
て
村
・
谷
村 

一 

参
百
六
拾
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
西
き
り
谷
・
東
き
り
谷
・
赤
蔵 

一 

参
百
参
俵
之
所 

 
 
 
 

同
郡
黒
瀬
内
宮
の
越
村
・
上
黒
瀬
・
小
原
・
瀧
之
わ
き 

一 

参
百
六
拾
六
俵
之
所 

 
 

同
郡
黒
瀬
村 

一 

百
九
拾
弐
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
黒
瀬
内
岩
屋
村 

一 

四
百
八
拾
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
黒
瀬
内
小
永
谷
両
む
か
い 

一 

六
百
弐
拾
壱
俵
之
所 

 
 

同
郡
下
篠
原
村 

一 

弐
百
九
拾
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
上
篠
原 

一 

弐
百
五
拾
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
名
河
原
村 

一 

八
拾
五
俵
之
所 

 
 
 
 

同
郡
井
波
村 

一 

弐
百
八
拾
弐
俵
弐
斗
之
所 

同
郡
は
ね
・
こ
か
こ 

一 

五
百
四
俵
弐
斗
之
所 

 
 

同
郡
下
条 

一 

弐
百
六
拾
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
小
泉
村 

一 

五
百
五
拾
四
俵
之
所 

 
 

同
郡
こ
ふ
く 

一 

六
百
拾
五
俵
之
所 

 
 
 

同
郡
田
嶋 

一 

六
百
七
拾
参
俵
之
所 

 
 

新
川
郡
西
大
森 

一 

千
五
百
俵
之
所 

 
 
 
 

婦
負
郡
さ
ゝ
く
ら
村 

 
 
 

已
上
七
千
五
百
俵
者 

一 

弐
千
五
百
俵
者 

 
 
 
 

本
地
分 

 
 
 

都
合
壱
万
俵
者 

右
、
全
知
行
不
可
有
相
違
候
、
次
知
行
わ
け
夫
分
之
事
、
相
給
人
与
令
相
談
、
応
高
頭
無
甲
乙
之
様
百

姓
ニ
申
付
、
可
被
分
之
候
、
其
上
成
政
江
相
尋
可
為
落
着
者
也
、
仍
状
如
件
、 

 

天
正
拾
壱
八
月
廿
日 

 
 
 
 

成
政
（
花
押
） 

 
 
 
 

 

与
左
衛
門
尉
殿 

【
読
み
下
し
】 

（
前
略
） 

 
 
 

已
上
七
千
五
百
俵
て
へ
り 

一
つ
、
弐
千
五
百
俵
て
へ
り 

 

本
地
分 

 
 
 

都
合
壱
万
俵
て
へ
り 

史
料
二 



右
、
知
行
を

全
ま
っ
と

う
し
相
違

そ
う
い

あ
る
べ
か
ら
ず
候
、
次
い
で
知
行
わ
け
夫
分

ふ

ぶ

ん

の
事
、
相

給

人

あ
い
き
ゅ
う
に
ん

と
相
談
せ

し
め
、
高

頭

た
か
が
し
ら

に
応
じ
て
甲
乙

こ
う
お
つ

な
き
よ
う
に
百
姓
に
申
し
付
け
、
こ
れ
を
分
け
ら
る
べ
し
、
そ
の
う
え

成な
り

政ま
さ

へ
相
尋
ね
、
落
着
た
る
べ
き
も
の
な
り
、
よ
っ
て

状
じ
ょ
う

く
だ
ん
の
ご
と
し
、 

【
現
代
語
訳
】 

佐
々
与
左
衛
門
尉
が
支
配
し
て
よ
い
領
地
の
一
覧 

（
中
略
） 

以
上
、
（
新
し
く
与
え
ら
れ
た
分
は
）
合
計
で
七
五
〇
〇
俵
で
あ
る
、 

一
つ
、
も
と
も
と
与
え
ら
れ
て
い
た
分
は
合
計
で
二
五
〇
〇
俵
で
あ
る
、 

 
 

都
合

つ
ご
う

一
〇
〇
〇
〇
俵
で
あ
る
、 

右
に
書
き
上
げ
た
こ
れ
ら
の
土
地
の
支
配
権
は
い
ず
れ
も
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
、

そ
の
土
地
の
百
姓
に
割
り
当
て
る
仕
事
量
だ
が
、
そ
れ
は
「
相
給
人
」
（
さ
ら
に
そ
の
土
地
を
与
左
衛

門
尉
か
ら
分
け
与
え
ら
れ
た
家
臣
）
と
よ
く
相
談
し
た
う
え
で
、
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
そ
の
土

地
の
収
穫
量
に
応
じ
て
仕
事
を
申
し
付
け
な
さ
い
。
そ
の
う
え
で
（
主
君
で
あ
る
）
佐
々
成
政
の
と
こ

ろ
ま
で
報
告
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。 

【
解
説
】 

こ
の
史
料
は
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
八
月
、
当
時
越

中

国

え
っ
ち
ゅ
う
の
く
に

を
支
配
し
て
い
た
大

名

だ
い
み
ょ
う

佐
々

成
政
が
家
臣
佐
々
与
左
衛
門
尉
に
対
し
て
宛
て
た
土
地
の
権
利
書
で
あ
る
。
以
前
か
ら
支
配
を
許
可
さ

れ
て
い
た
二
五
〇
〇
俵
分
の
土
地
「
本
地
分

ほ
ん
ち
ぶ
ん

」
に
く
わ
え
て
、
今
回
新
た
に
七
五
〇
〇
俵
分
の
土
地
が

与
え
ら
れ
た
。
新
し
く
与
え
ら
れ
た
場
所
に
は
、
現
在
の
大
沢
野
町
土ど

・
根
上

ね
の
う
え

、
八
尾
町
北
谷

き
た
だ
に

・
外
堀

そ
と
ぼ
り

・

桐
谷

き
り
た
に

・
宮

腰

み
や
の
こ
し

・
上
黒
瀬

か
み
く
ろ
せ

・
小
原

お
は
ら

・
滝

脇

た
き
の
わ
き

・
岩
屋

い
わ
や

・
小
長
谷

こ
な
が
た
に

・
下
笹
原

し
も
さ
さ
は
ら

・
上
笹
原

か
み
さ
さ
は
ら

・
茗
ヶ

み
ょ
う
が

原は
ら

・
小
井
波

こ

い

な

み

、

婦
中
町
羽
根

は

ね

・
富
川

と
み
か
わ

・
小
泉

こ
い
ず
み

・
田
島

た
じ
ま

・
笹
倉

さ
さ
く
ら

、
そ
の
ほ
か
五
福

ご
ふ
く

や
立
山
町
西に

し

大
森

お
お
も
り

な
ど
が
あ
り
、
下

条
の
名
も
確
認
で
き
る
。
史
料
一
で
み
た
よ
う
に
、
下
条
は
小
田
の
支
配
か
ら
離
れ
て
い
く
。
そ
し
て

戦
国
の
動
乱
を
経
て
、
前
田
氏
が
越
中
に
入
っ
て
く
る
直
前
の
時
代
に
は
、
友
坂
遺
跡
近
辺
一
帯
は

佐
々
成
政
家
臣
与
左
衛
門
尉
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
下
条
の
収
穫
量
が
五
〇
四
俵

二
斗
と
判
明
す
る
点
も
興
味
深
い
。 

［
主
要
参
考
文
献
］
浅
野
清
編
『
佐
々
成
政
関
係
文
書
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
） 

※ 

以
上
の
釈
文
・
読
み
下
し
・
現
代
語
訳
・
解
説
は
、
富
山
市
郷
土
博
物
館 

萩
原
大
輔

学
芸
員
に
よ
り
ま
す
。


